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パネリスト ：大貫 美鈴 尾久土正己（和歌山大学観光学部教授、
同国際観光学研究センター研究員）
荒井 誠 八役 奈央 （和歌山大学観光学部 4回生）
モデレーター：中串 孝志 （和歌山大学観光学部准教授、同国際観光学研究センター研究員、
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































toで は 例 え ばKepler
438bで使われている。
9　この画像は，ExoKyo




























































































































































































































































































































































































































































































































































SUPPLY Chain Management 























































































































































































































































































































荒 井：2つ，今 お 話 を 聞 い て 思 っ て い た の が，尾 久 土 先 生 は
HAKUTOのレースに全く乗れないということですが，ただ日本人
に限らずみんなレースとか競争とか大好きな人は多いと思います。
例えばリンドバーグが初めて大西洋を横断したのも賞金レースだっ
たですし，やっぱり技術開発が起こるためには，そういったレース
的なものはいいかなって思います。で，1990年の初頭に宇宙ヨッ
トレースという構想があって，太陽風を使って地球の近郊から月ま
で行き，そこから通信を送るというレース構想があったんですけど
も，電通も宇宙ヨットレース構想書まで作ったんですが，これはヨー
ロッパと日本とアメリカがちゃんと合意に達していたものだったん
ですが，バブルがはじけまして，一緒にどっか飛んで行ってしまい
ました。やはりレースのような競うものっていいなって思いまして，
一つ，先ほどチラッと画面に出させていただいた，例えば月面オリ
ンピックのような，実際に宇宙飛行士たちが，もちろん将来的には
アスリートが行くと面白いと思いますが，あるいは最初はロボット
たちがやるのかもしれませんが，レースみたいなものをやるという
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ことで，盛り上がる。そうすると先ほどのペプシのような，そうい
うスポンサーシップがつけられるんじゃないかということで，話長
くなりますけど（笑），1984年，宇宙飛行士のような人がロスオリ
の開会式に降りてきましたけが，このオリンピックから，国際オリ
ンピック委員会（IOC）と電通が組んで，スポーツにスポンサーシッ
プを取り入れたんです。当初は商業オリンピックと言われながらも，
今ではスポーツ振興に寄与しています。同じような構造をこの宇宙
開発に向けてやりたいなと，実は以前から思っていました。それは
NASAだけじゃない，JAXAだけじゃないグローバルな宇宙機関と，
我々のようなマーケティング会社がまとまり組むことで，例えば，
月面オリンピックみたいなものをプロデュースできたら，先ほどの
アポロ生中継の時と同じように，全く宇宙に関係のない産業からも，
みんなが注目するんじゃないかと思います。長くなったんで一つで
（笑）。
司会：まだ喋っていただいて大丈夫ですよ（笑）。「競争」ですね。
確かに面白いポイントという気がします。では，もう少し広くかな
…これはイメージ先行，いや「先行逃げ切り」ぐらいでいいと思う
んですけど，宇宙でこんなことをしてみたいなというものを素朴に
聞いてみたいなという気がしますね。前回の「観光からみた宇宙」
の時に，月面野球についての研究をしている京大の大学院生さんの
お話があって，それは本当に真面目に考えていて面白かったんです
が，そんなのも含めて，例えば月面に行ったら，あるいはISSに行っ
たらでもいいんですけど，行ってみたら何をしてみたいってありま
す？　何をしてみたいか。
八役：何か，宇宙飛行士の方，スポーツが好きって言ってはったん
ですが，私，スポーツが苦手なんで，スポーツはしたくないなぁと
思うんですけど，気になることが宇宙に行って女性の方とか気にな
ると思うんですけど，化粧ノリとか変わるのかなって（会場どよめく）。
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前，寝る前にふと気になって，化粧落としってどうするんの，ファ
ンデーションってどうするのって，どうなるのって思ってしまって，
寝つきが遅くなったことがあって，それがちょっと気になるとこと
といったら気になることで，それがやってみたいなって私は思いま
した。あとは普通に，若い人が行っていたらインスタ映えをやると
思うんで，いいねがどれだけ押してもらえるかとか。この前，美術
館行った時にもインスタグラムのパネルとかあったんで，宇宙旅行
がもし普通に実現した時にも，日本の若い方はそういうのはやっぱ
り好きだと思いますし，そういうのは絶対，私もやると思いますね。
ちょっと流行に乗っかって。
司会：確かに，宇宙空間…無重力空間に行くと，液体は玉になって
しまうし，流れていかないので，化粧水とかどうするのかなってい
うのは，僕には想像が…パッとは浮かびませんね。
大貫：私もそんなに知ってるわけではないのですが（笑），すでに
宇宙飛行士の人たちのお化粧は，宇宙で使っていいですよと許可が
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出たものを持って行って，スキンケアですとかちょっとしたお化粧
みたいなもの，例えば粉が飛び散らないとか，水分が水滴となって
飛び散って機械に悪さをしないとか，そう言ったものがクリアになっ
たものは，今でも使っています。もちろん過度なお化粧はしていま
せんが，スキンケアなどお化粧品セットとしてあると聞いています。
お化粧のノリについては，年代によって違っていて，若ければいい
に決まってますが（会場笑），国際宇宙ステーションの中は，結構乾
燥していますので，そういった意味では飛行機に乗った時の乾燥対
策って，特に女性はされていると思いますけど，同じような湿度が
ない時の乾燥対策はされていると推測しています。
八役：ありがとうございます。
司会：ビゲローさんでしたっけ，宇宙でもホテル王になるという話
があったように記憶していますが，そういう，宇宙で長期滞在する
ようなお客様を迎えるようなことを考える時に，そういうのは実は
ものすごく重要な点になってくるでしょうね。ですから先ほど，荒
井さんもおっしゃっていたように，宙グルメなども，実はこれから
ものすごく重要なものになっていくんじゃないでしょうかね。聞い
ていて思いました。ありがとうございます。
大貫：宙グルメですが，国際宇宙ステーションには宇宙旅行客が8回，
7人行ってるんですが，みなさん美味しいものを食べたいと思うん
ですよね。その中には星つきレストランのスターシェフのアラン・
デュカスに作ってもらったグルメ宇宙食を持って行った宇宙旅行客
がいるのを知ってます。やっぱり食べることは最大の楽しみの一つ
だと思っています。
司会：大貫さんが以前にご講演されていたのを拝聴したのを思い出
しまして，アメリカは割と「今行くぞ」というようなビジネスを頑
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張ってるんだけど，ヨーロッパの方はもっと先を見ていると話をさ
れていたと思うんですけども…詳しくは忘れましたが，その「今行
くぞ」ではなくて，宇宙ホテルもラグジュアリーな…っていうんで
すかね，贅沢な暮らしが宇宙でできるぞという，何十年かかるか分
かりませんが，そういうことを見据えている人がヨーロッパにはい
るとおっしゃっていたと思うのですが，その辺りの話は今はどうなっ
ているんでしょうか。
大貫：宇宙ホテルではアメリカは民間モジュールを国際宇宙ステー
ションに取り付けてすでに実証実験をしているなど，現実的に実績
を積み上げていくと感じることが多いです。ヨーロッパも宇宙ホテ
ル構想っていうのは以前ありました。もう今は途絶えてしまってい
るんですけど，ラグジュアリーなものを作るという思考で考えられ
ていました。ヨーロッパの場合は貨物便のATV9を改造して宇宙ホ
テルを作るということだったんですけど，ATVの製造ラインが終わっ
てからかなり経つのに投資が集まらなくて，ラグジュアリーな宇宙
ホテル構想は自然消滅している状況にはあります。
司会：そうですか…個人的にはそれを期待していた部分もあったの
で，ちょっと残念な話ですね。でもまぁ，先の話のことを想像して
おくというのはとても大事かなと思っていて，今宇宙ビジネス…宇
宙コンテンツビジネスの方も含めてかもしれないですけど，どれぐ
らい先を見ているんでしょうか。今のビジネスの業界の方々は，ど
れぐらい先を見て動いているんでしょうか？
大貫：分野によっても違うと思うんですが，宇宙のつかいかたって
いう話に戻りますけど，宇宙を使うのには，大きく使う3つの方法
があると思うんですね。一つは宇宙の位置を使う，これは衛星の利
用で，低軌道であれ静止軌道であれ，太陽軌道も含めて，とにかく
宇宙という位置を使って何かするっていう宇宙の位置を使うが一つ。
9　欧州宇宙機関（ESA）
の無人無人補給機（Auto
matedTranferVehicle）。
2014年運用終了。
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あとは無重力環境など宇宙環境を使うこと。現在では，宇宙ステー
ションでの活動がほとんど全てそれになるんですが，宇宙の環境を
使って地球上ではできない材料だとか創薬だとかを開発しましょう
と，この2つが今までトラディショナルな宇宙開発としてずっと行
われてきたことだと思うんですが，最近になって3つ目の，宇宙の
資源を使うっていうのが出てきました。先ほどHAKUTOの話も出
てきましたが，深宇宙開発で，例えば水を使うですとか，そこの地
産地消の，レゴリス10の資源利用ですとか，太陽エネルギーを使
うですとか，宇宙の資源やエネルギーを使うというのが，最近出て
きた新しいビジネスの方向としてはあるのかなと思います。ただ今
日のお話の宇宙観光，宇宙旅行というのはどこにも当てはまらない，
宇宙を使うということでは，ちょっと特異な使い方でして，宇宙を
使うのではなくて，宇宙に行くこと自体が目的，目的地が宇宙にあ
る。そして宇宙観光は体験ですけども，宇宙観光というのはそういっ
た意味で，「使う」っていうカテゴリーにおいてもちょっと特異な
ものがあると思います。質問は何でしたっけ…どれぐらいの未来。
それぞれの分野によって違いますが，衛星ビジネスは今，小型衛星っ
ていう新しいプラットホームが出てきましたので，ビジネスの世界
では例えば，小型衛星を使ったビジネスは企画からデータのデリバ
リーまでが商業の分野では2年以内と言われています。今宇宙開発
も割と実現までが短くなってきているので，小型衛星をはじめ，投
資が回りやすくなってきた，新しい投資が入ってきているというの
があります。民間の宇宙開発は政府の宇宙開発と大きく違うところ
は，投資を得ながら政府の予算ではない自分たちの資金で事業を進
めることになりますので，投資を得るためには，たとえ小型衛星の
2年先のプロジェクトであっても，もうちょっと先の大きなビジョ
ンを示さないと，つまり本当は現在使うロケット開発するんだけど，
火星のことまでビジョンを示すとか，そういうスケーラブルなもの
を一つの投資手段として，先のものを示すという傾向はあると思い
ます。ただ2年以内にちゃんと収益，リターンが得られるというの
10　ここでは月，惑星，
小惑星などの天体の表面
を覆っている砂などの堆
積物のこと。
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が分かっているから今，投資が動いている状況です。
荒井：土木学会が数年前に，100周年を迎えた時に発表したビジョ
ンが「100年ビジョン」でした。昨年，宇宙開発に向けてビジョン
が発表されましたが，それは2030年ビジョンでした。がっかりし
ました。土木学会は100年，そうだろうな。じゃあ宇宙開発だった
らさらにその先数百年，もしかしたら千年単位で出てくるんじゃな
いかと思っていましたら，2030年ということで…2030年を非難
しているように聞こえちゃいますね（会場笑）。とにかく，やっぱり
業界によってはすごく先を見てやっているはずだと思います。コン
テンツ系で一つ代表して，少しお話ししましたけども，オスカープ
ロモーションの社長が言われているのがなかなか面白くて，エンター
テインメント事業，産業というのは最初，映画，もっと古いものも
あるでしょうけども，映画の時代が50年間あった。その次がテレ
ビの時代の50年。そしてネット時代が50年来るだろう。今インター
ネットができて20年ぐらいだから，今ちょうどその真ん中ぐらい
ではないかと。で，その先の50年は宇宙だと言っています。この
ぐらいのスパンで見ている経営者の方も，コンテンツ業界の中でい
らっしゃいます。
司会：そういった意味でも宙ツーリズムを今始めていること，推進
していくことは，良いことであるというのか，あるいはもう始めて
おかなくてはいけないことなのかもしれませんね。
荒井：そうですね，オスカープロモーションさんも宙ツーリズム推
進協議会に入っていただいていて，何か面白いことを始めていきた
いなと話しています。明後日，面白い企画の記者発表をされるので
報道されると思います。新しい取り組みがエンタメ系でも。はい。
司会：なるほど。期待したいと思います。実は予定の終了時刻がも
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うそろそろ来ておりますので，急速に収束に向かわないといけない
んですけども…いろんな話題が飛び交って，収拾がつかない状態で
すが，とりあえず4人の方には，今回のシンポジウムで何を感じた
か，何を得たか，それぞれのまとめのコメントをいただきたいと思
います。
八役：宇宙観光が事業として行われた場合，その雇用が生まれてま
た経済が回るじゃないですか。それは日本にとってもいいんじゃな
いかなって思いましたし，で，宇宙に行きたい人って結構いると思
うんですよ。いるんですけど，やっぱりお金の面がちょっと大きな
ネックになってるんで，昔のハワイ旅行みたいに，今やったら結構
ハワイは安くていけるんですけど，昔は高かったんで，そんな感じ
で宇宙観光も，私が60歳ぐらいになったら，ちょっと行きやすい
お値段にはなってるのかなって思ったりしてますね。で，ホテル滞
在時のお話にもあったんですけど，ご飯の話で思い出したのが，宇
宙飛行士の方々の間でも，それぞれの国から持ち寄った宇宙食を交
換して食べているという話があったんで，やっぱり宇宙でも食とい
うのは大事やし，お化粧のノリの話とかも，宇宙でしばらく滞在す
るとなったら，日常的なことも考えて，そこからいろいろ宇宙食を
作る会社とか，宇宙用の化粧品を作る会社とか，そういうところで
もいろいろ会社があって雇用が生まれてとなるんで，いろんな可能
性を秘めてるところなんだなと思いました。
尾久土：あの，タイムスケールの話，あと八役さんの話にもあった
んですけど，先ほども話をしたように，宇宙観光という前に，観光
が産業になるために，映像と輸送の2つのテクノロジーが貢献した
んですね。この2つがあるから今の観光産業になったと。それまで
は何があったかと冒険だったんですね。冒険とか，探検があった。
そう考えると，宇宙，つまり大気圏外が市民の観光の目的地なるた
めには，安価で安全な輸送技術が出来なくてはいけないということ
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です。すでに映像はあるんですよね，NASAやJAXAがいっぱい撮っ
てくれています。海外観光も同じ道を歩んできています。昔は海外
旅行も高価で危険で，さっき言ったみたいに探検，冒険だった。市
民の観光になるためには，値段は大体どの辺かというと，年収の1
割ぐらいじゃないですか？　皆さん。年収が300万だったら30万
ぐらいだったら，500万だったら50万ぐらいだったら，1000万の
人だったら100万くらいの海外旅行に行ってもいいかなって，大体
そんな感じかなと僕は思っています。だから宇宙観光の未来ってい
うのが，50万円ぐらいで高度100キロぐらいに行ける時代かなと
思います。それまでは宇宙探検，宇宙で仕事みたいなものしかない
と思います。でも，50万円で宇宙に行ける時には，低軌道の宇宙
はみんなが行けるところになるので，そこは宇宙ではなくて，高層
大気観光になっているんじゃないでしょうか？　その時は，月や火
星が宇宙になっていく。さらにそこに移住しだしたらどうなるかと
いうと，「人類圏」というものになってしまう，そこはもう宇宙じゃ
ないっていうことになる。すでに天文学っていうのは太陽系から撤
退してるんですね。探査機が行くので，直接写真を撮ったり，サン
プルを取って帰ったりできるようなところはもはや宇宙じゃない。
望遠鏡でしか見えないようなところが天文学の対象であるように，
宇宙もだんだんそうやって，天文学と同じようになっていくのかなっ
て思っています。八役さんが生きているうちには実現するかなって
（笑），思ってます。まずは低いところからですがね。
荒井：今，蒸気機関と映像技術のお話を聞いていて思い出したんで
すが，今日マーケティングのお話をして，やりたいことからのバッ
クキャストだとか，ディマンドサプライが重要だとか，BtoCのC
の声を聞いて，っていうのを強調していましたが，Cの声を聞いて
ばっかりいてもイノベーションっていうのは，なかなか起こらない
んです。その例としてよく挙げられる話を紹介します。昔のロンド
ンではたくさんの馬車が活躍していました。人々にどんな移動手段
part II　パネルディスカッション　宇宙のつかいかた
89
が欲しいかと聞くと，早い馬車が欲しいとか，たくさん人が乗れる
馬車が欲しいっていう声は出ましたが，蒸気機関や車が欲しいとい
う声は出ないんですね。当時の皆さんは見たことないものは知って
いるわけはないですから，思いつくはずないのです。つまり，新し
いイノベイティブなものやサービスが登場するのは，技術革新の力
によるところが大きいということです。
あと，技術サイドの方々に期待したいことが一つ。また馬車話で
すが，1日100t，馬が排泄したそうなんですね。1日100tロンドン
で…。ある人が試算を出したらしいんですが，このままずっと人口
も馬車もどんどん増えて…ついには「○○でロンドンが埋め尽くさ
れる」って言ってましたね（会場笑）。これは大変だ，どうしたらい
いんだと。そうしたら蒸気機関や車が登場したわけです。同じよう
なことを，スペースデブリでも今，これは大変だって思っていると
思うんですけど，何か出てくると思います。技術革新，それに期待
しています。何かでデブリがハッとなくなるようなですね，もしく
は絶対にデブリにならないような機体，素材ができるとか。マーケ
ティングの限界のようなお話しをしましたが，マーケティングがマー
ケティングの役割を持って，一方で技術各社のイノベーションへの
取組があって，双方で，宇宙開発，宇宙観光を進めて行ければ，と
思います。
大貫：宇宙だけが持つ魅力とか価値とか，そういったものに期待を
かけていきたいと思います。宇宙旅行だけでなくて，先程から出て
きています，ITのジャイアント企業ですとかビリオネアが宇宙に
参入してきているのはITの次は宇宙，それはどういうことかと言
うと，宇宙でしか取れない宇宙ベースのビッグデータを取りに来て
いるわけです。そういった宇宙でしかできないことっていうのがあ
ると思いますので，そう言ったところに事業チャンスを見つけて入っ
てきているのが宇宙ベンチャーだったりいろいろな非宇宙企業や産
業ですが，宇宙観光も含めて，宇宙だけが持っている魅力，あとは
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可能性というものに，今後も期待をして追い続けたいと思います。
司会：はい，ありがとうございます。いろんな話がたくさん出てき
たので，ちょっとお腹いっぱいな感じかと思いますけども，決して
遠いところの話ではなくて，身近に，もうこんな時代になってるん
だということをご理解いただけたらと思いますし，皆さんそれぞれ
で「自分のこと」と受け止めて，みんながそれぞれの「宇宙のつか
いかた」を考えていければいいのかなって思います。ということで，
いろいろありまして，長くなってしまったんですけども，これでお
開きにしたいと思います。ありがとうございました。
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2回目となる今回も，この集録はよくある「報告書」ではなく手に取っ
て読んでもらえる「本」を作ることを目指しました。また，会場での
録音・録画を元に，話し言葉を残して臨場感のあるものを目指したの
も同様です。しかし読みやすさの確認も兼ねて読み返してみると，当
日の自らの拙い司会ぶりが端々に露わになっていて，特にパネルディ
スカッションでの取り回しの拙劣さには目を覆うばかりです。明らか
に話題の多様さ，要求される視野の広さについていけていません。逆
に言えば，「宇宙を使うには，こんなことではいけないのだ」という
反面教師には，かろうじて，なっているかもしれません。
対照的に，ご登壇いただいた大貫美鈴さん，秋山演亮さん，山敷庸
亮さん，尾久土正己さん，八役奈央さんから，それぞれの立場でご提
示いただいた「宇宙のつかいかた」は，当日のお客様（および本書を
手に取っていただいた皆様）を大いに刺激するものだったと思います。
ありがとうございました。
前回同様，本書作成に当たって，ご登壇いただいた方々にはご自身
の部分の原稿チェックをお願いしましたが，全体を俯瞰した立場から，
いただいたご原稿に編者が手を加えた箇所もあります。このことにつ
いての責任は編者にあります。また，当日使われた映像資料の全てを
掲載することはできませんでした。読者の皆様にご不便をおかけする
ことになり，申し訳ありません。 また短い広報期間であったにも関わ
らずご来場いただいたお客様にも御礼申し上げたいと思います。
CTRスタッフの皆様，特に中瀬えりかさんと小林麻希さんには本
当にお世話になりました。イベントの企画立ち上げ段階の最初から本
番，集録出版の最後まで，責任者の私の緻密さのかけらもない仕事ぶ
りを全面的にバックアップしていただきました。厚く御礼申し上げます。
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